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● 毎月最終金曜日の 21 時～22 時、「お母さん業界新聞ワイワイ公開編集会議」をオンライン開催中。参加希望者は本部へご連絡を。Zoom アドレスを送ります。今月は 4/29。新聞を読んでから参加してね。

http://www.okaasan.net/
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イラスト：石坂 香 協力：一般社団法人日本記念日協会

4 月 10 日は「きょうだいの日」
▶ NPO 法人しぶたねは、きょうだいや、「きょうだいみたいな
あの人」のことを思ったり、病気や障害のある子どものきょう
だいたちを応援したりする、やさしい記念日になればいいな
との思いから、2019 年「きょうだいの日」を制定▶病気や障
害を持つ子どものきょうだいたちは不安や孤独、プレッシャー
など、辛さを抱きながら育っている。中には心身のストレスが
大きく、大人になっても生きづらさを抱えるきょうだいも少な
くない▶これが社会課題として認識されてきた近年、「きょう
だいの日」のポスターやグッズ製作をはじめ、企業とのコラ
ボ企画など、啓発活動が広がりを見せている▶定義には「病
気や障害のあるなしにかかわらず、すべてのきょうだいの日」
とある。そもそもきょうだいの存在って何？ 喜びや悲しみを
分け合い、体験や情報を共有することで育ち合うことに価値
があるのだろう。きょうだいに「ありがとう」から始めたい。

この記事はコチラ

お母さんコピーライター　杉 本  蘭

百万母力広告大賞

　

間
も
な
く
２
人
目
の
出
産
を
控
え
て
い
ま
す
が
、
今
春
か
ら
幼
稚

園
に
行
く
予
定
の
娘
は
、
ま
だ
ま
だ
マ
マ
に
べ
っ
た
り
。
妊
娠
し
て

以
来
、
や
は
り
何
か
を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
、「
マ
マ
〜
！
」
と

追
い
か
け
て
来
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
私
を
必
要
と
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
子
ど
も
が
愛
お
し
く
な
る
瞬
間
で
す
。

　

子
ど
も
と
離
れ
た
く
な
い
、
で
も
働
く
自
分
も
維
持
し
た
い
。
そ

ん
な
思
い
か
ら
、
今
は
在
宅
で
介
護
事
務
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

ほ
ん
の
少
し
で
も
外
と
つ
な
が
る
時
間
が
あ
る
と
、
自
分
の
生
活
も

子
育
て
も
切
り
替
え
が
で
き
、
子
ど
も
へ
の
愛
情
が
増
す
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

海
を
感
じ
る
壁
の
色
と
、
吹
き
抜
け
の
あ
る
広
い
玄
関
が
気
に

入
っ
て
求
め
た
マ
イ
ホ
ー
ム
。
家
族
を
「
お
か
え
り
」
と
迎
え
入
れ

る
瞬
間
が
好
き
。
２
人
目
が
生
ま
れ
て
き
た
ら
、き
っ
と
今
以
上
に
、

こ
の
空
間
に
笑
顔
が
増
え
る
の
で
は
と
楽
し
み
で
す
。

　

真
面
目
で
完
璧
主
義
の
私
。
で
も
子
育
て
に
関
し
て
は
、
考
え
を

あ
ま
り
押
し
付
け
ず
、
子
ど
も
の
個
性
を
受
け
入
れ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
に
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
好
き
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
そ
う
思
え
る
の
は
、
母
や
姉
の
存
在
が
大
き
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
と
は
全
く
違
う
タ
イ
プ
の
姉
に
憧
れ
、
良
い
影
響
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
姉
と
は
比
較
す
る
こ
と
な
く
、
私
を
見

守
り
続
け
て
く
れ
た
母
に
も
、
心
か
ら
感
謝
で
す
。

　

夫
も
私
も
親
戚
じ
ゅ
う
仲
が
良
く
、
お
正
月
に
集
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
総
勢
15
人
！　

家
族
の
中
に
社
会
が
あ
り
、
笑
い
合
い
、
助

け
合
い
の
で
き
る
関
係
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
自
分

は
愛
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
成
長
し
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
梅
原
み
ず
ほ
）

自
分
が
愛
さ
れ
て
い
る

存
在
で
あ
る
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
続
け
た
い

　在宅か通勤か選べる仕事なので、今
はできるだけ、家族を優先しています。
お天気のいい日は家族で海までお散歩。
ゆったりとした幸せで贅沢な時間です。
娘のお世話や家事も少しずつ。お父さん
業を楽しみたいなと思います。（梅原亮介）
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1300 人の母を想う
ウクライナは 3 月 12 日、

自軍の死者が 1300 人にのぼったと発表した。

育児は仕事の役に立つ特 

集
浜屋祐子さん×藤本裕子
スペシャル対談　
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こくみん共済 coop　　お母さん大学
「 “ 孤育て” をなくそう」プロジェクト

お近くの窓口はこちら▶

オンライン（パソコン・スマホ）でも保障相談
いただけます。詳細は当会ホームページから

つながり
信 頼

地 域
自 然

お 母 さ ん が 笑 顔 に な る 賃 貸 住 宅

子育てコミュニティが

自然に生まれる

「子育て共感賃貸住宅」です。

旭化成ホームズ × お母さん大学の
共同開発によって誕生した「母力」。
お母さんたちの声をカタチにした、
みんなで子どもを見守り育てる住宅です。

旭 化 成 　 母 力

H E B E L  M A I S O N

共 感

● 鹿児島の干潟で発見された新種の甲殻類が、おしりにかじりつくような様子から NHK「みんなのうた」人気キャラクターにちなみ「オシリカジリムシ」と命名。子どもたちの人気者になるかな。（池田）

MJプロ養成講座受講生募集中！

お母さん大学 MJ プロ本部（株式会社お母さん業界新聞社） 　
横浜市神奈川区大野町 1-8-406　info@30ans.com　045-444-4030

オンライン

　　詳細・申込み▶
https://www.okaasan.net/mj-pro/ 

MJ プロとは「お母さんの笑顔」で未来をつくる人。
さまざまな社会課題を解決していきます。

■時間とカリキュラム
1 時限目 / 基本　  9：00 ー 12：00
　MJ プロとは？　子育て社会を考える
　母としてペンを持つこと
2 時限目 / 文章　13：00 ー 16：00
　伝わる文章を（ライティング・テクニカル）
3 時限目 / 企画　18：00 ー 21：00
　新聞・企画書・プレゼンの実践

■受講料
・一般　23,000 円
・お母さん大学生（定期購読者）　15,000 円

【5 月】  5 月 21 日（土）
【6 月】  6 月 25 日（土）

● 2021 年 6 月に改正された育児・介護休業法が、今月より段階的に施行される。男性の育児休業取得促進も盛り込まれる。育児は家庭の中だけではなく、社会全体で考えるもの。お母さん新聞の出番だ。（宇賀）

百万人の夢宣言

　6 歳と 3 歳男児の母です。私は小学 5 年生の頃、大学
病院に 2 か月入院しました。病棟には保育士さんがいて、
入院中の子どもたちが少しでも楽しく過ごせるようにとサ
ポートしている姿を見て、こんな仕事ができたらいいなと、
漠然と思いました。
　高校の進路指導で相談すると、「アメリカにはチャイルド・
ライフ・スペシャリストという資格があるけれど、日本には
まだないね。だけど諦める必要はないよ。焦らずに、今か
らできることを考えたらいい」と先生。
　夢を叶えるために学んでおくべき 3 つ（英語、保育士や
幼稚園教諭、心のケア）の勉強を、一緒に考えてくれました。
おかげで幼児保育の道へ進み、15 年になります。
　ところがいつしか母となり、息子たちと毎日を慌ただしく
過ごすうち、すっかり夢を忘れてしまっていたのです。
　そんな中、長男（当時 2 歳）が入院。子どもと一緒に
なって不安に陥っていた私ですが、「子ども療養支援士さ
ん」が来て、息子が眠りにつくまで絵本を読んだり、お医
者さんごっこをしながら検査室まで歩いたりしてくれました。
　「子ども療養支援士」こそ、学生の頃に描いていた夢の
仕事だと気づきました。日本でも資格ができていたのです。
　そして先日、今度は私が入院をすることに。しかも、な
ぜか小児病棟入り。コロナ禍で親と会えない子どもたちと
10 日間を過ごしました。そこでも活躍していたのは、子ど
も療養支援士さんでした。改めてスゴイ仕事だなと、自分
の「やりたい気持ち」を再確認しました。　（文・池田彩）

子ども療養支援士
になること

岸 千尋（横須賀市）

　「百万人の夢宣言」コーナーに掲載された方に、いつで
もどこでも飲めるアルコール 0.00% のノンアルコール・
ビールテイスト飲料「キリンゼロイチ」（350ml 缶 24 本入
1ケース）をプレゼント！ 車の運転前や妊娠中などアルコー
ルが飲めない時や行楽などのさまざまなシーンでお楽しみ
いただけます。●キリンビール（株）横浜支社提供

●
横
浜
出
張
の
目
的
は
た
し
か
「
え
ほ
ん
箱

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話
す

は
ず
だ
っ
た
。
が
、
大
き
な
進
展
は
な
く
。

何
し
に
横
浜
へ
？
と
い
わ
れ
そ
う
な
の
で
、

せ
め
て
４
日
間
、
食
し
た
も
の
を
報
告
す
る
。

●
初
日
は
、
自
作
の
お
に
ぎ
り
を
新
幹
線
で
、

Acacia M
usic Café

の
カ
レ
ー
（
小
竹
向

原
）、
い
や
さ
か
湯
（
２
頁
）
で
ひ
と
風
呂
浴

び
て
、
名
物
・
深
大
寺
そ
ば
を
。　
　

●
２
日
目
は
、
鎌
倉
で
ソ
ラ
フ
ネ
の
大
豆
タ

ン
パ
ク
唐
揚
げ
定
食
ラ
ン
チ
に
、
夜
は
藤
本

編
集
長
の
特
製
ひ
な
ま
つ
り
ち
ら
し
寿
司
。

●
３
日
目
昼
食
は
、
横
浜
魚
市
場
卸
協
同
組

合
厚
生
食
堂
の
穴
子
天
そ
ば
と
半
鮪
鉄
火
丼
、

夜
は
横
浜
市
役
所
２
階
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ンLITO

RAN
EO

で
ピ
ザ
＆
パ
ス
タ
。

●
４
日
目
は
、
お
母
さ
ん
大
学
の
仲
間
、
永
安

英
美
子
さ
ん
家
で
ホ
テ
ル
仕
様
モ
ー
ニ
ン
グ
。

●
お
か
げ
さ
ま
で
胃
袋
は
大
満
足
。
お
ま
け

に
４
日
間
で
31
人
に
会
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
は
な
く
直
接
会
え
た
こ
と
、
そ
れ
だ
け
で

も
お
腹
い
っ
ぱ
い
。
美
味
し
い
夜
の
〆
は
美

容
パ
ッ
ク
。
あ
〜
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。
こ
ん

な
旅
な
ら
、
毎
月
横
浜
に
出
張
し
た
い
わ
。

（
宇
賀
佐
智
子
）

2022 年 7 月 30 日「お母さんが夢に乾杯する日」30 周年に向け
「百万人の夢宣言プロジェクト」を推進中。毎週金曜日 21 時～、

Clubhouse「お母さんが夢を語るルーム」を開催しています。誰か
の夢を聞くだけで笑顔になれます。お気軽にご参加ください。

子育ての実感を、取材にも生かす

Work Style ▶福岡県久留米市を中心に筑後地区の話題の取材、
調査、原稿執筆業務 /1 日 9 ～ 10 時間程度（裁量労働制、休憩
は適宜）/ 基本 9 時半～ 19 時半、週休 2 日程度

＊どんなお仕事ですか？
　福岡市に本社がある日刊新聞『西日本新聞』の新
聞記者をして 17 年目になります。以前は文化部で美
術展や作家を取材していましたが、今は久留米総局
の記者として、筑後エリアの政治・経済・文化など
地域のあらゆることを取材し、記事を書いています。
ネタはプレスリリースや設立○周年などタイミング
的なもの、自分の日常生活も含めて、アンテナに引っ
かかったものまでさまざまです。

＊仕事のやりがいや楽しさを教えてください
　取材という名目で信頼を得て、貴重な話を聞くこ
とができることでしょうか。一生懸命にいろんなこ
とをしている方は、その道の専門家。その言葉や視
点は、とても勉強になります。クラウドファンディ
ングの記事を書いたときには、「申し込み方法がわか
らなかったからと、直接お金を持ってきてくれたよ」
と取材先から連絡がありました。書いた記事がアク
ションのきっかけになったときはうれしいですね。

＊仕事に子育ての経験は生きていますか？
　出産と子育てを経て、これまで見えてなかったも
のが見えるようになりました。私自身、不妊治療を
経験し、業務の合間に病院へ行くことができました
が、ほかの仕事では難しかったかもしれません。
　さらに切迫早産でコロナ禍に入院、娘は低体重で
生まれ、NICU に 1 か月入ったりと、いろんな経験を
したことで解像度がグンと上がった気がします。
　待機児童問題にしても、この時期に情報収集をして
見学をするなど 1 年のサイクルがわかるため、困り事
の背景にあるものが見えてくるようになりました。

＊仕事と家庭の両立はできていますか？
　新聞社は基本的には日中に取材をし、夕方までには
記事にまとめ、夜に翌日の朝刊がカタチになるのを待
つ仕事です。夜勤も休日出勤もあるので、夫と実家の
協力体制があってこそ回せています。
　夫が前倒し出勤をして、お迎えを担当。ごはんは休
日にまとめてつくって冷凍保存。両親と夫とアプリ「み
てね」で写真と保育園の連絡帳を写メして共有。連絡
帳には、ささいなことも書くようにしています。

＊子どもに伝えたいことは？
　朝起きたら、目の前に娘の顔があり、にかっと笑う
瞬間が好き。言葉はまだですが、言わんとしているこ
とはわかるし、指図も立派にしてきます。子どもとい
う人間は、面白い生き物だなと思います。
　小さな命の種から、人間としてコミュニケーション
できるようにだんだんとなっていく様をこんなに間近
で見られるなんて、なかなかない機会だと思うので、
思いきり楽しみたいと思います。
　娘には、世界は広く、いろんな人がいることを教え
たい。人と比べること、決めつけることはせず、見え
ている世界がすべてではないと伝えたいです。見えな
いものを見る目を持ってほしい。物事の背景には何が
あるのか、本を読んだり人と接したりすることで、考
えてほしいと思っています。

取材 / 池田彩

佳楠（けいな）ちゃん（1 歳）

わた し ごと
西日本新聞社 久留米総局
記者　大 矢 和 世 さん

西日本新聞社久留米総局（久留米市西日本新聞社久留米総局（久留米市
篠山町 12-3）にて、取材をもとに篠山町 12-3）にて、取材をもとに
パソコンで原稿執筆中。テレビからパソコンで原稿執筆中。テレビから
は常にニュースが流れている。は常にニュースが流れている。

母
時
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
始
動

横
浜
み
な
と
み
ら
い
に

お
母
さ
ん
の
ア
ジ
ト
が
誕
生
！

母
に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
、「
母
時
間
」
を
生
き
る
私
た
ち
。

わ
が
子
の
誕
生
を
喜
ぶ
と
と
も
に
成
長
を
願
い
、

笑
顔
さ
え
あ
れ
ば
い
い
と
思
っ
た
あ
の
日
。

だ
が
次
第
に
情
報
に
ま
み
れ
、

少
し
ず
つ
「
母
時
間
」
を
見
失
っ
て
し
ま
う
私
た
ち
。

「
母
時
間
」
と
は
、
母
を
感
じ
る
時
間
。

「
お
母
さ
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
時
間
。

そ
れ
は
、
母
の
み
に
与
え
ら
れ
た
、
わ
が
子
か
ら
の
贈
り
物
。

母
な
る
海
を
感
じ
る
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
の
こ
の
場
所
で
、

め
い
っ
ぱ
い
「
母
時
間
」
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

だ
か
ら
悩
む
の
だ
。
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
、
何
の
た
め
に
ど

ん
な
仕
事
を
、
ど
ん
な
風
に
す
る

の
か
…
。
母
時
間
と
は
、
母
を

感
じ
、「
お
母
さ
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
時
間
。
子
ど
も
と
一
緒

に
い
る
時
間
だ
け
で
は
な
く
、
離

れ
て
い
て
も
、
わ
が
子
を
思
う
時

間
。
わ
が
子
の
た
め
に
、
仕
事
や

活
動
を
す
る
時
間
も
、
大
切
な
未

来
に
つ
な
が
る
母
時
間
だ
。

▼
失
わ
れ
た
時
間
を
取
り
戻

す
ー
ー
こ
の
言
葉
に
何
か
を
思
い

出
す
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ

の
作
家
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の

「
モ
モ
」（
岩
波
書
店
）
は
、
時
間

ど
ろ
ぼ
う
と
盗
ま
れ
た
時
間
を
人

間
に
取
り
返
し
て
く
れ
た
女
の
子

の
不
思
議
な
物
語
。
生
き
る
こ
と

の
価
値
は
物
質
的
豊
か
さ
で
は
は

か
れ
な
い
と
、
経
済
社
会
に
問
題

を
提
起
す
る
作
品
だ
。
母
時
間
を

最
大
限
に
楽
し
み
、
笑
顔
に
な
る

こ
と
が
、
わ
が
子
へ
の
お
返
し
に

な
る
だ
ろ
う
。
お
母
さ
ん
の
ア
ジ

ト
で
は
、
そ
ん
な
母
時
間
を
ど
ん

ど
ん
産
み
出
し
て
い
き
た
い
。

▼
お
母
さ
ん
の
ア
ジ
ト
は
横
浜
み

な
と
み
ら
い
の
玄
関
口
、
日
本
丸

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
Ａ
棟

４
、５
階
。
運
河
を
隔
て
た
北
仲
通

北
第
一
公
園
は「
灯
台
発
祥
の
地
」。

▼
お
母
さ
ん
大
学
の
孤
育
て
を
な

く
す
活
動
も
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ

れ
、
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
の
配
布

数
も
減
っ
た
。
今
は
じ
っ
と
し
て

い
る
し
か
な
い
の
か
、
冬
眠
す
る

蛙
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
だ

が
子
ど
も
た
ち
は
待
っ
た
な
し
で

毎
日
を
生
き
、
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し

て
い
る
。
そ
ん
な
姿
を
見
て
い
た

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
で
き
な
い

な
ん
て
言
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な

い
。
横
浜
に
、
お
母
さ
ん
大
学
の

新
し
い
拠
点
を
つ
く
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
場
づ
く
り
な
ん
て
無
謀
だ

が
、
今
だ
か
ら
こ
そ
意
味
が
あ
る
。

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
が
困
窮
し
た

家
庭
も
多
く
、
お
う
ち
時
間
の
増

加
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
で
虐
待
件
数

も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
休
業
や

廃
業
す
る
企
業
も
あ
れ
ば
、
コ
ロ

ナ
需
要
で
増
収
に
な
っ
た
企
業
も

あ
る
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
は
当
た

り
前
、
パ
ー
ト
切
り
の
一
方
で
在

宅
ワ
ー
ク
需
要
が
増
え
る
な
ど
、

働
く
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
た
。

な
ら
ば
今
こ
そ
、
子
育
て
に
夢

が
描
け
る
社
会
を
つ
く
る
と
き
で

は
。
支
援
さ
れ
る
お
母
さ
ん
か
ら

ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
お
母
さ
ん
へ
。

さ
あ
、
お
母
さ
ん
の
出
番
だ
。

▼
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
悩
み

は
尽
き
な
い
。
い
や
、
お
母
さ
ん

母時間コラム　「人、それは心」
　今月の新聞は、平和を願い、ウクライナの国旗色にした。
だが、お母さん業界新聞より先にアクションした人がいた。
山本倍章さん（株式会社ワンウィル代表）は、「ウクライナ
支援タオル」を製作。コンセプトの 4K は、①一人ひとりの
個人に（Kojin）、②愛する家族に（Kazoku）、③ウクライナの
国に（Kuni）、④地球環境に（Kankyou）、思いを届けたいと。
　手がけるのは、山本さんの親友で、オーガニックコットン
ブランド「天衣無縫」の藤澤徹さん（株式会社新藤代表）。
今回のタオルはコットン 100％。山本さんが「タオルはいつ
できるの？」と藤澤さんに尋ねると、「糸から織り始めてい
るので、少しお待ちください」と。ものづくりを極める両人
らしい会話だった。
　ワンウィルは「ケイソウくん」という自然素材の漆喰珪藻
土を製造販売する会社。山本さんの大切にしている言葉は、

「人、それは心」（Heart to the human）、「愛を地球に包んで」
（Heart to the earth）という。

　タオルといえば銭湯。私のいきつけの湯で、お母さん業界
新聞を応援してくれている銭湯「いやさか湯」（横浜市鶴見区）
に、ウクライナ支援タオルを置いてもらい、募金活動を提案
しよう。ヨシッ！ これで企画は決まり。
　いやさか湯の平野善之さん（株式会社シュリーマン代表）
に連絡すると、「快諾！『松の湯』（東京都墨田区）でも置き
たいです。で、タオルはいつ届くの？」と二つ返事で OK に。
　ちなみにいやさか湯は、皇室御用達の「深大寺そば」が食
べられる唯一の銭湯。お客さんはウクライナカラーのタオル
を頭にのせて湯に浸かり、タオルを首にかけてそばをすすり、
子どもたちの未来のために世界平和を願う。最高の「母時間」
になるに違いない。なんていい企画だろう。
　お母さんのアジトでは、こんなことを次々と企んでいこう
と思っている。　　　　　　　　　　　　　　  　（藤本裕子）

ウクライナ支援タオルの
デザインイメージ

わ
が
子
を
未
来
へ
と
導
く
お
母
さ

ん
は
、
港
で
明
か
り
を
灯
し
、
船

を
守
る
灯
台
に
も
似
て
。
母
な
る

港
の
タ
ワ
ー
（
灯
台
）
に
入
る
の

も
運
命
と
し
か
思
え
な
い
。

▼
国
や
企
業
の
持
続
可
能
な
社
会

に
向
け
た
取
り
組
み
（SD

G
s

）

も
増
え
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち

も
学
校
の
勉
強
や
体
験
を
通
し
て

SD
G

s

を
学
ん
で
い
る
。
何
よ
り
、

社
会
課
題
の
多
く
は
お
母
さ
ん
の

意
識
一
つ
で
変
え
ら
れ
る
。
お
母

さ
ん
に
で
き
る
こ
と
は
無
限
に
あ

る
。
お
母
さ
ん
の
笑
顔
づ
く
り
は

究
極
のSDGs

。
お
母
さ
ん
業
界

と
し
て
で
き
る
こ
と
を
、
こ
こ
か

ら
発
信
し
て
い
こ
う
。

▼
平
和
を
願
う
時
代
に
母
と
し
て

今
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と

は
、
わ
が
子
を
し
っ
か
り
育
て
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
母
時
間
を

楽
し
み
、「
お
母
さ
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
言
え
る
仲
間
を
増
や
す
こ

と
だ
。
一
枚
の
紙
と
一
本
の
ペ
ン
、

一
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
な
た
を

待
っ
て
い
る
。
お
母
さ
ん
の
ア
ジ

ト
で
「
ナ
ン
カ
、
オ
モ
シ
ロ
イ
コ

ト
、
イ
ミ
ア
ル
コ
ト
ヲ
、
ウ
ミ
ダ

ス
」
母
時
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ト

ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
日
々
は
お
母
さ

ん
大
学
サ
イ
ト
、note

藤
本
裕
子

で
実
況
中
継
中
。
お
楽
し
み
に
。

イラスト / 石坂 香

山本さんと藤澤さん

いやさか湯

A 棟
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育
児
は
仕
事
の
役
に
立
つ

特集

YUKO HAMAYA　

お
母
さ
ん
大
学
サ
イ
ト
は
安
心
し

て
裸
に
な
れ
る
場
所
。
お
母
さ
ん

た
ち
が
心
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
本
題
で
す
が
、「
育
児
と
仕
事

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
係
」
を
研
究

さ
れ
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

浜
屋
●
仕
事
と
育
児
は
足
を
引
っ

張
り
合
う
も
の
と
い
う
捉
え
方
が

主
流
だ
っ
た
10
年
前
、
生
か
し
合

う
、
役
に
立
つ
と
い
う
発
信
は
数

え
る
ほ
ど
。
欧
米
で
は
す
で
に
研

究
、
発
信
し
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
が
日
本
で
は
手
付
か
ず
状
態
。

掘
っ
て
い
く
と
、
救
わ
れ
る
人
が

多
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

藤
本
●
育
児
な
ら
保
育
学
や
家
政

学
、
仕
事
な
ら
経
営
学
や
経
済
学
、

で
は
な
く
「
間
」
に
注
目
さ
れ
た

の
が
素
晴
ら
し
い
！

浜
屋
●
育
児
と
仕
事
の
間
の
研
究

を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
が
、
東

京
大
学
大
学
院
・
学
際
情
報
学
府

（
当
時
）
の
中
原
淳
教
授
で
す
。
学

問
分
野
間
の
ボ
ー
ダ
ー
（
境
界
）

領
域
の
研
究
に
も
積
極
的
な
先
生
。

育
児
当
事
者
で
い
ら
し
た
の
も
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、「
探
し

当
て
た
」
気
が
し
ま
す
。

チーム育児とは
　「育児」＝「子どものお世話」ではありません。
共働き育児の場合、食事、おむつ替え、保育園
の送迎といった、直接子どもに接して行うお世
話などの「育児の実行」と、保育園の先生とコミュ
ニケーションをとったり、園行事に参加したり、
トラブル相談をしたりといった、育児に関わる
周囲との調整やコミュニケーションなどの「体
制づくり」の両方を含めて、「育児」ととらえて
います。「育児の実行」は、「子どものお世話」と「子
どもとの遊び」、そして「家事」の 3 項目で構成
され、一方の「育児の体制づくり」も 3 項目。家事・
育児について役割分担を考え、実行するという

「協働の計画と実践」、子どもの体調やスケジュー
ルを共有したり、育児方針の話し合いをしたり
する「育児情報の共有」、そして 3 つ目の「家庭
外との連携」とは、保育園ほか育児をサポート
するサービス提供者との関係構築、コミュニケー
ション、情報共有、また保護者間の関係構築な
どもこれに含まれます。

（出典『育児は仕事の役に立つ』）

署
や
部
門
が
違
う
と
、
お
互
い

「
譲
れ
な
い
」
の
と
同
じ
。
い
や
、

場
合
に
よ
っ
て
は
地
域
の
ほ
う
が

や
や
こ
し
い
場
合
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。

藤
本
●
『
育
児
は
仕
事
の
役
に
立

つ
』
は
大
学
院
で
書
か
れ
た
論
文

が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
ご

自
身
の
体
験
と
し
て
こ
の
本
に
入

れ
た
か
っ
た
こ
と
、
大
変
だ
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浜
屋
●
と
り
わ
け
論
文
の
執
筆
中

は
時
間
に
も
心
に
も
余
裕
が
な
く

な
り
が
ち
で
し
た
。
経
験
か
ら
お

伝
え
し
た
か
っ
た
の
は
、
何
を
優

先
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

は
「
保
育
園
の
帰
り
道
」
だ
け
は

仕
事
モ
ー
ド
を
チ
ェ
ン
ジ
し
て
子

ど
も
と
ゆ
っ
た
り
過
ご
す
と
決
め

て
い
ま
し
た
。
園
用
の
お
む
つ
に

ス
タ
ン
プ
は
い
い
け
れ
ど
、
気
持

ち
を
効
率
化
し
て
は
ダ
メ
だ
な
と
。

子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
時
間
を
つ
く
る
た
め
な
ら
、「
今

晩
も
お
惣
菜
」
は
良
し
と
し
て
、

保
育
園
か
ら
家
ま
で
１
時
間
か

か
っ
た
と
し
て
も
、
と
こ
と
ん
つ

き
あ
い
ま
し
た
。
一
日
で
一
番
幸

せ
な
時
間
で
し
た
。

藤
本
●
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
で
も

「
幼
稚
園
ま
で
の
道
の
り
」
を
特
集

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
に

追
わ
れ
る
日
々
の
中
、
限
ら
れ
た

母
と
子
の
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か

は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

浜
屋
●
自
分
の
中
で
「
こ
こ
だ
け

は
譲
れ
な
い
」
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を

つ
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

藤
本
●
働
く
女
性
が
増
え
て
い
る

背
景
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浜
屋
●M

マ
ス
ト

UST

、W

ウ
ォ
ン
ト

ANT

、C

キ
ャ
ン

AN

が

絡
み
合
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

M
UST

は
世
帯
所
得
の
伸
び
悩
み

か
ら
、
経
済
的
に
「
働
か
ね
ば
」

と
い
う
要
因
。W

ANT

は
仕
事
で

自
分
の
力
を
発
揮
し
た
い
、「
働

き
た
い
」
と
い
う
要
因
。CAN

は

企
業
の
制
度
や
社
会
の
後
押
し
も

あ
っ
て
「
働
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
」
と
い
う
要
因
で
す
。

藤
本
●
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
の
川
波

さ
ん
、
こ
の
点
は
ど
う
で
す
か
。

川
波
●
弊
社
の
お
客
様
は
、「
住

宅
」
と
い
う
一
生
に
一
度
の
大
き

な
買
い
物
を
す
る
わ
け
で
す
。
女

性
社
員
も
営
業
や
設
計
と
し
て
関

わ
り
ま
す
が
、
仕
事
の
や
り
が
い

や
喜
び
の
一
方
で
、
責
任
も
大
き

く
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
必
要
。
出
産
・

育
児
を
き
っ
か
け
に
辞
め
て
し
ま

う
人
も
い
ま
す
。
会
社
の
制
度
を

変
え
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
が
、

W
ANT

の
女
性
た
ち
を
、
ど
う
両

立
さ
せ
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

ご
著
書
に
あ
っ
た
、
人
に
頼
っ
て

い
い
ん
だ
よ
と
い
う
「
ヘ
ル
プ
シ
ー

キ
ン
グ
の
力
」
に
共
感
し
ま
し
た
。

浜
屋
●
会
社
の
お
荷
物
で
は
な
く
、

力
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
の
環
境

や
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る

上
司
が
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
と
、

心
強
い
で
す
よ
ね
。
女
性
社
員
へ

の
サ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
、
管
理
者

教
育
や
意
識
改
革
が
課
題
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

藤
本
●
堀
さ
ん
は
経
営
企
画
部
で

す
が
、
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
で

も
あ
り
ま
す
。
両
立
を
実
践
す
る

当
事
者
と
し
て
い
か
が
で
す
か
。

堀
●
小
５
と
３
歳
の
子
ど
も
が
い

て
毎
朝
保
育
園
に
送
っ
て
い
ま
す
。

妻
は
教
員
と
い
う
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
。

ス
ト
レ
ス
も
多
い
中
、
家
事
、
育

児
の
両
立
と
配
分
と
い
う
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
の
協
力

藤
本
●
「
育
休
中
に
パ
ジ
ャ
マ
を

預
け
ら
れ
る
人
を
つ
く
ろ
う
」
作

戦
。
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
共
感
で
き
る
関
わ
り

を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

浜
屋
●
い
き
な
り
パ
ジ
ャ
マ
の
預

け
合
い
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
も
、

ま
ず
は
お
散
歩
・
挨
拶
作
戦
も
お

す
す
め
で
す
。
先
日
も
「
子
ど
も

と
セ
ッ
ト
で
近
所
を
散
歩
し
、
感

じ
の
い
い
人
と
思
っ
て
も
ら
う
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
」
と
ご
自

身
の
工
夫
を
披
露
し
て
く
れ
た
お

母
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

藤
本
●
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
に
は
、

手
づ
く
り
の
『
わ
た
し
版
』
と
い

う
新
聞
が
あ
り
、
出
会
い
の
ツ
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ

の
小
さ
な
新
聞
が
、
孤
育
て
を
な

く
し
、
地
域
を
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

浜
屋
●
ひ
と
声
か
け
て
交
流
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
そ
う
で
す
ね
。

藤
本
●
子
育
て
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
た
と
え
て
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

行
動
」
と
い
う
と
納
得
で
す
。

浜
屋
●
子
育
て
は
、
子
ど
も
を
守

り
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
人
を

巻
き
込
ん
で
や
っ
て
い
く
こ
と
。

他
者
と
連
携
し
、
情
報
共
有
や
調

整
を
し
な
が
ら
切
り
盛
り
し
て
い

く
行
為
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

育
む
経
験
で
す
。
チ
ー
ム
育
児
を

通
し
て
、
職
場
で
も
役
立
つ
能
力

が
磨
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
保

育
園
の
保
護
者
会
も
、
働
く
母
親
、

先
生
、
上
司
と
の
関
係
を
調
整
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
行
動
で
す
。

藤
本
●
私
た
ち
お
母
さ
ん
大
学
の

孤
育
て
を
な
く
す
活
動
も
同
じ
。

お
母
さ
ん
た
ち
は
地
域
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

浜
屋
●
育
休
中
、
授
乳
に
寝
か
し

つ
け
、
お
む
つ
替
え
と
い
っ
た
お

世
話
に
、
同
時
並
行
で
家
事
を
こ

な
し
な
が
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
見
守
り

ま
す
。
予
測
不
能
な
事
態
に
は
、

ベ
タ
ー
な
判
断
を
し
て
先
に
進
め

て
い
く
の
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
通

じ
る
仕
事
。
メ
ン
バ
ー
交
代
の
難

し
さ
、
親
族
な
ら
で
は
の
気
遣
い

の
必
要
、
地
域
の
人
々
の
多
様
性

…
と
、
難
し
い
要
素
も
多
い
中
、

簡
単
に
は
投
げ
出
せ
な
い
環
境
下

で
日
々
鍛
え
ら
れ
て
い
る
の
が
お

母
さ
ん
で
す
。

藤
本
●
ま
さ
に
、
お
母
さ
ん
は
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
ね
。

浜
屋
●
但
し
、
母
親
一
人
で
抱
え

込
む
「
ワ
ン
オ
ペ
育
児
」
は
、
残

念
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行
動

に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
家
庭
内

外
で
積
極
的
に
「
チ
ー
ム
育
児
」

を
す
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

能
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

藤
本
●
育
休
中
、
こ
ん
な
に
学
び

の
多
い
お
母
さ
ん
な
の
に
復
職
後
、

子
ど
も
が
い
る
こ
と
が
ハ
ン
デ
と

な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
外
さ

れ
た
り
閑
職
に
回
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
も
。
育
休
中
、
育
児
中
こ
そ

地
域
と
つ
な
が
っ
て
、
仕
事
に
役

立
つ
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

浜
屋
●
そ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る

と
、
子
育
て
期
に
「
思
い
き
り
仕

事
が
で
き
な
い
か
ら
後
ろ
め
た
い
」

「
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
断
で
、
人

間
的
に
成
長
し
て
い
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
っ
た
思
い
は
消
え
、

前
向
き
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

藤
本
●
働
く
お
母
さ
ん
に
育
休
中

の
過
ご
し
方
を
聞
く
と
、
ほ
ぼ
会

社
と
の
接
点
は
な
い
よ
う
で
、
資

格
を
取
ろ
う
と
思
っ
た
が
思
う
よ

う
に
勉
強
が
で
き
な
い
か
ら
諦
め

た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

浜
屋
●
ま
ず
は
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
に
慣
れ
る
の
が
大
切
な
の
で
、

あ
れ
も
こ
れ
も
と
焦
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
但
し
、
育
休
中
は
チ
ー

ム
育
児
の
た
め
の
種
ま
き
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
の
で
、
少
し
ず
つ
で
も

地
域
や
そ
の
他
の
外
の
世
界
に
踏

み
出
し
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
そ
れ
が
育
休
中
の
お
母

さ
ん
自
身
の
、
楽
し
み
に
も
学
び

に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

川
波
●
女
性
活
躍
推
進
と
い
わ
れ

な
が
ら
、
優
秀
な
女
性
が
辞
め
て

し
ま
う
の
は
弊
社
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
真
面
目
な
頑
張

り
屋
さ
ん
ほ
ど
仕
事
と
育
児
ど
ち

ら
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
で
き
な
い
と

凹
ん
で
し
ま
う
。
量
の
分
担
や
シ
ェ

ア
は
で
き
て
も
精
神
的
な
ス
ト
レ

ス
や
ノ
ル
マ
、
責
任
感
な
ど
を
ど

う
分
担
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
か
、

考
察
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

浜
屋
●
精
神
面
で
の
後
押
し
の
一

例
と
し
て
、
メ
ン
タ
ー
制
度
は
女

性
に
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
離
れ

た
部
署
の
先
輩
に
話
を
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
、
社
外
の
人
と
話
し
た

り
。
同
業
種
、
異
業
種
交
流
や
マ
ッ

チ
ン
グ
の
機
会
を
つ
く
る
の
も
一

つ
。
他
者
と
対
話
し
視
野
を
広
げ

る
中
で
、
肩
の
力
を
抜
け
た
ら
い

い
で
す
ね
。

堀
●
企
業
の
経
営
陣
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
職
場
の
し
く

み
を
変
え
て
い
く
か
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

浜
屋
●
こ
れ
に
は
覚
悟
も
必
要
で

す
。
福
利
マ
タ
ー
で
は
な
く
、
経

営
イ
シ
ュ
ー
だ
と
社
内
全
体
で
共

有
す
る
こ
と
。「
や
っ
て
あ
げ
る
」

感
覚
は
危
険
で
す
。
彼
女
の
た
め

で
は
な
く
、
会
社
の
た
め
、
自
分

の
た
め
に
「
や
る
」
の
で
す
。
社

員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
上
が
ら

な
け
れ
ば
、
会
社
の
存
続
に
か
か

わ
り
ま
す
。
家
を
買
う
に
も
ほ
と

ん
ど
の
場
合
は
女
性
が
決
め
ま
す
。

本
気
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
理

由
を
理
解
し
、
実
行
す
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
本
●
未
来
の
働
き
方
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

浜
屋
●
実
現
を
願
っ
て
い
る
の
は
、

そ
の
人
な
り
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が

い
つ
で
も
可
能
な
働
き
方
で
す
。

お
母
さ
ん
業
界
新
聞
の
特
集
「
母

で
あ
る
こ
と
、
働
く
こ
と
」
を
読

み
ま
し
た
が
、
専
業
主
婦
も
正
社

員
も
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
今
の

持
ち
場
で
奮
闘
さ
れ
て
い
る
。
但

し
、
子
ど
も
の
年
齢
や
自
分
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
応
じ
て
変

化
を
望
ん
で
い
る
方
も
多
い
。
育

て
る
、
働
く
、
学
び
直
す
、
そ
の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
時
期
に
よ
っ

て
柔
軟
に
選
択
で
き
る
社
会
を
つ

く
り
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
を
可
能

と
す
る
た
め
に
も
、
育
児
に
関
し

て
は
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
。

「
家
族
」
を
開
き
、
気
軽
に
助
け
て

よ
と
声
を
出
し
合
え
る
こ
と
。
チ
ー

ム
育
児
で
支
え
合
い
な
が
ら
、
個
々

人
が
し
っ
く
り
く
る
働
き
方
を
そ

の
時
々
で
選
ん
で
い
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

藤
本
●
お
母
さ
ん
た
ち
と
活
動
し

て
思
う
の
は
「
誰
か
の
た
め
に
」

の
大
切
さ
。
そ
れ
が
自
分
の
幸
せ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｚ
世

代
は
意
味
を
問
う
。
仕
事
も
活
動

も
、
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
選
ぶ

そ
う
で
す
。
子
育
て
は
人
材
育
成

で
あ
り
、
究
極
のSD

G
s

で
す
。

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
を
笑
顔
に

す
る
こ
と
が
先
決
で
す
ね
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
、
浜
屋
さ
ん
の
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

浜
屋
●
先
ほ
ど
の
未
来
の
働
き
方

に
も
通
じ
ま
す
が
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
社
会
人
向
け
の
経
営
教

育
事
業
を
通
し
て
、
育
児
な
ど
で

一
度
仕
事
を
離
れ
た
方
も
含
め
て

働
き
た
い
、
学
び
た
い
と
い
う
挑

戦
が
い
つ
で
も
で
き
る
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
は
、
さ
さ
や
か
で
す

が
、
い
っ
ぱ
い
し
ゃ
べ
っ
て
い
っ

ぱ
い
笑
い
合
え
る
家
族
で
い
た
い
。

子
ど
も
を
急
か
さ
ず
、「
保
育
園
の

帰
り
道
」
の
よ
う
な
あ
た
た
か
い

時
間
の
延
長
、
幸
せ
だ
っ
た
あ
の

夕
方
の
よ
う
な
ひ
と
と
き
を
１
日

１
回
で
も
持
て
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。
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浜は

ま

屋や

祐ゆ

う

子こ

さ
ん

「
育
児
は
仕
事
の
役
に
立
つ
」
筆
頭
著
者

「
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
」
編
集
長

藤ふ

じ

本も

と

裕ゆ

う

子こ

藤
本
●
あ
る
お
母
さ
ん
に
聞
い
た
、

小
学
４
年
生
の
息
子
さ
ん
の
話
。

「
社
会
科
で
は
経
済
の
発
展
が
未
来

を
つ
く
る
と
い
う
け
ど
、
理
科
で

は
自
然
環
境
を
壊
し
て
い
る
の
は

経
済
の
発
展
と
い
う
。
ど
っ
ち
が

本
当
？
」
と
聞
か
れ
て
う
ま
く
答

え
ら
れ
な
か
っ
た
と
。
音
楽
や
文

学
も
そ
う
で
す
が
、
間
と
い
う
も

の
が
す
ご
く
大
事
な
気
が
し
ま
す
。

浜
屋
●
大
切
で
あ
る
一
方
で
、

「
神
聖
な
育
児
を
け
し
か
ら
ん
」
あ

る
い
は
「
役
立
つ
な
ん
て
甘
い
」

と
叱
ら
れ
た
こ
と
も
。
そ
れ
で
も

あ
え
て
リ
ス
ク
を
取
っ
て
行
き
来

さ
せ
る
こ
と
で
、
両
方
の
世
界
で

が
ん
ば
る
人
た
ち
が
交
わ
れ
る
。

間
の
研
究
、
重
な
り
合
っ
て
や
る

エ
リ
ア
が
重
要
で
す
。

藤
本
●
読
む
ほ
ど
に
「
お
母
さ
ん
」

の
深
さ
が
見
え
て
き
て
。
そ
れ
は

き
っ
と
浜
屋
さ
ん
が
お
母
さ
ん
だ

か
ら
に
違
い
な
い
と
う
れ
し
く
て
。

ご
自
身
の
両
立
の
日
々
の
こ
と
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

浜
屋
●
最
初
は
か
っ
こ
つ
け
て
一

人
で
テ
キ
パ
キ
。
家
事
も
仕
事
も

サ
サ
ッ
と
こ
な
し
、
効
率
を
上
げ

れ
ば
い
け
る
だ
ろ
う
。
私
が
が
ん

ば
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ち
っ
と
も

う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

藤
本
●
理
想
と
現
実
の
違
い
に
、

心
も
時
間
も
失
っ
て
し
ま
う
お
母

さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

浜
屋
●
わ
が
家
も
最
初
は
壁
に
ぶ

つ
か
っ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、
夫

と
は
じ
わ
じ
わ
と
「
チ
ー
ム
」
に

な
っ
て
い
っ
た
感
じ
で
す
。
映
画

の
タ
イ
ト
ル
み
た
い
で
す
が
「
そ

し
て
父
に
な
る
、
な
ん
だ
よ
」
と
、

夫
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
院

に
行
く
こ
と
も
、
家
族
の
協
力
な

し
で
は
無
理
で
し
た
ね
。

藤
本
●
世
の
お
父
さ
ん
た
ち
に
も

シ
ェ
ア
し
た
い
言
葉
で
す
ね
。

浜
屋
●
妊
娠
期
間
分
、
夫
は
マ
イ

ナ
ス
１
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

も
ど
か
し
く
、
ぶ
つ
か
り
な
が
ら

も
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
折
り
合
い
を

つ
け
、
抱
っ
こ
中
に
お
む
つ
の
横

漏
れ
に
泣
か
さ
れ
る
な
ど
い
く
つ

も
の
修
羅
場
を
乗
り
越
え
、
子
ど

も
と
共
に
夫
婦
で
成
長
し
て
い
き

ま
し
た
。「
私
た
ち
」
と
ボ
キ
ャ
ブ

ラ
リ
ー
も
変
わ
り
、
数
年
か
け
て

う
ま
く
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

藤
本
●
チ
ー
ム
育
児
は
夫
婦
だ
け

で
す
る
も
の
で
は
な
い
と
あ
り
ま

し
た
。「
チ
ー
ム
浜
屋
」
の
実
践
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浜
屋
●
実
は
密
度
の
濃
い
マ
マ
友

づ
き
あ
い
は
今
で
も
あ
ま
り
得
意

な
ほ
う
で
は
な
い
ん
で
す
。
そ
れ

で
も
私
な
り
に
少
し
勇
気
を
出
し

て
輪
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
小
学

校
で
は
学
校
の
こ
と
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
子
ど
も
を
家
に
預
か
っ

て
も
ら
っ
た
り
…
家
の
外
に
も

チ
ー
ム
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

藤
本
●
祖
父
母
や
保
育
園
、
地
域

の
人
間
関
係
を
大
切
に
、
と
私
も

ず
っ
と
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

浜
屋
●
育
児
を
起
点
に
広
が
る
人

間
関
係
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

中
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
も
の
す
ご
く

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

藤
本
●
私
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
な
っ

た
ほ
う
が
い
い
よ
と
言
う
ん
で
す
。

ど
う
せ
な
る
な
ら
会
長
に
。
変
な

人
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
ら
大
変
よ
と
。

浜
屋
●
確
か
に
そ
う
で
す
ね
！  

私

は
本
部
役
員
で
な
く
平
役
員
で
地

域
の
会
合
に
出
る
係
で
し
た
。
そ

こ
で
出
会
う
の
は
町
内
会
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
野
球
チ
ー
ム
の
監
督

な
ど
年
齢
も
職
業
も
異
な
る
方
々

で
す
。
多
様
で
こ
だ
わ
り
ポ
イ
ン

ト
が
異
な
る
人
た
ち
と
、
お
祭
り

を
ど
う
し
よ
う
と
進
め
て
い
く
に

は
、
価
値
観
と
優
先
順
位
の
す
り

合
わ
せ
が
必
要
で
す
。
そ
こ
に
は

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
に
つ
な
が
る
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
で
も
部

が
大
切
で
あ
り
、
ま
た
地
域
に
チ
ー

ム
を
つ
く
る
こ
と
で
気
持
ち
を
緩

和
し
た
り
負
担
を
軽
減
し
た
り
で

き
る
の
か
。
妻
が
大
変
な
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

浜
屋
●
お
忙
し
い
日
々
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
で
す
。
ま
ず
は
堀
家
と

し
て
譲
れ
な
い
軸
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
家
事
育
児
の
中
で
、
変

え
る
／
減
ら
す
／
家
庭
外
の
人
の

手
を
借
り
る
な
ど
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
か
れ
る
と
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
人
手

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
視
野
を
広

げ
た
り
安
ら
ぎ
を
得
た
り
す
る
た

め
に
も
、
家
庭
の
外
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

は
、
忙
し
い
ご
夫
婦
に
こ
そ
お
す

す
め
し
た
い
で
す
ね
。

堀
●
良
い
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、

イ
メ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た
。

藤
本
●
家
庭
の
外
に
チ
ー
ム
を
広

げ
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
。

浜
屋
●
そ
の
通
り
で
す
ね
。
論
文

が
も
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
著
書

で
の
チ
ー
ム
育
児
の
定
義
（
左
ペ
ー

ジ
）
は
取
っ
付
き
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
講
座
で
は
、「
夫
婦
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ご
近
所
さ
ん
、

先
生
、
シ
ッ
タ
ー
さ
ん
に
加
え
て
、

お
持
ち
帰
り
の
で
き
る
惣
菜
や
ル

ン
バ
の
よ
う
な
モ
ノ
・
コ
ト
な
ど

家
事
を
支
え
る
諸
々
を
、
自
分
た

ち
の
援
軍
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
す
。
網
の
よ
う
に
サ
ポ
ー

タ
ー
を
つ
く
っ
て
い
く
の
で
す
。

藤
本
●
ネ
ッ
ト
で
何
で
も
解
決
で

き
る
時
代
で
す
。
で
も
何
か
あ
っ

育児は仕事の役に立つ
「ワンオペ育児」から「チーム育児」へ

浜屋祐子 / 著　中原淳 / 著　
光文社新書　定価 836 円

た
と
き
、
誰
が
わ
が
子
を
守
っ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。
浜
屋
さ
ん
も

東
日
本
大
震
災
の
と
き
の
こ
と
を

書
か
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

浜
屋
●
そ
の
日
は
、
自
宅
で
病
児

保
育
の
シ
ッ
タ
ー
さ
ん
に
息
子
を

お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
夫
が
保

育
園
か
ら
娘
を
引
き
取
っ
て
帰
宅

す
る
ま
で
見
て
く
だ
さ
っ
て
…
。

支
え
て
く
れ
る
皆
さ
ん
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
を

広
げ
て
い
く
必
要
を
痛
感
し
た
出

来
事
で
し
た
。藤

本
●
先
日
は
バ
リ

キ
ャ
リ
の
女
性
と
「
子

育
て
期
は
ご
近
所
さ

ん
３
人
に
パ
ジ
ャ
マ

を
預
け
て
い
た
」
と

い
う
話
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
地
域
に

は
助
け
合
え
る
マ
マ

友
も
い
ま
す
が
、
助

け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
く
れ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

浜
屋
●
素
敵
で
す
ね
！  

私
も
そ
ろ

そ
ろ
助
け
る
側
に
回
れ
そ
う
か
な
。

本
紙
２
・
３
月
号
特
集
「
母
で
あ
る
こ
と
、
働
く
こ
と
」
で
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
、
両
立
の
課
題
。
専
業
主
婦
の
モ
ヤ
モ
ヤ
や
育
休
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
の
中
断
、
復
帰
後
の
不
完
全
燃
焼
も
、「
育
児
と
仕
事
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
係
」
や
「
い
つ
で
も
可
能
な
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
」
に

気
づ
い
た
ら
も
う
こ
わ
い
も
の
な
し
。
今
し
か
で
き
な
い
子
育
て
や

地
域
と
の
関
わ
り
を
積
極
的
に
楽
し
ま
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

川 波 謙 三  さん　

旭化成ホームズ株式会社
東京営業本部 東京中央支店 支店長

藤
本
●
『
育
児
は
仕
事
の
役
に
立

つ
』
は
衝
撃
的
で
し
た
。
こ
れ
ま

で
必
死
に
新
聞
や
講
演
な
ど
で
伝

え
て
き
た
こ
と
が
、
と
て
も
ス
マ
ー

ト
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
、
ロ
ジ

カ
ル
に
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

「
チ
ー
ム
育
児
」
の
提
案
も
素
晴
ら

し
く
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て

こ
の
本
は
エ
ー
ル
で
も
あ
り
、
バ

イ
ブ
ル
で
も
あ
る
と
思
え
ま
し
た
。

浜
屋
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
『
お
母
さ
ん
業
界
新
聞
』
を

拝
読
し
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
の

気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い

て
、
夢
中
で
読
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
素
顔
を
さ
ら
け
出
し
、

自
分
の
言
葉
で
書
い
て
い
る
の
が

印
象
的
で
す
ね
。

藤
本
●
新
聞
と
連
動
し
て
い
る　

堀   敬 明  さん　

旭化成ホームズ株式会社
経営企画部

保
育
園
の
帰
り
道
は
幸
せ
な
時
間

い
つ
で
も
や
り
直
し
が
き
く
社
会
を

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
チ
ー
ム
で
乗
り
越
え
よ
う

30 年余、お母さんはスゴイ！と言い続け、お母さんの笑顔をテーマにさまざまな子育て
支援事業に取り組んできました。中でも、旭化成ホームズの「へーベルメゾン母力」は
2012 年に共同開発した子育て特化型住宅で、現在もコミュニティサポートを担当してい
ます。本日同席する川波謙三さんは、同社東京中央支店支店長。日頃から多くの部下を
抱え、育児と仕事の両立問題を実感。経営企画部の堀敬明さんを加え、「女性がいきいき
と働き続けられる環境」について、お母さん大学と一緒に研究しています。その中で出会っ
たのが、光文社新書『育児は仕事の役に立つ』の一冊です。著者の浜屋祐子さんをゲストに、
本書を紹介しながら、育児と仕事を両立するためのヒントを探っていきます。

KENZO KAWANAMI TAKAAKI HORI

育
休
中
は
楽
し
く
学
び
な
が
ら
、
地
域
に
種
ま
き
を

文・青柳真美

保育園の帰り道。道端
の水道管に耳をあてて
聞いているところ
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今月の
共感記事

全国のお母さん（MJ 記者）が綴る子育ての日々
お母さん大学サイト http://www.okaasan.net/ から
母ゴコロ満載の記事をよりぬき紹介

息子からもらった百円玉
　「遅くなったけど」と手渡された百円
玉。息子が自分のおこづかいから、私
と夫、それぞれにくれた百円玉。先日、
結婚記念日を迎えたのだけど、そのプ
レゼントだという。
　子どもにお金をプレゼントさせるな
んてと思われそうだけど、今の息子が
考えた気持ちの表現がこの百円玉だか
ら、ありがたく受け取らせてもらった。
　なんの変哲もない百円玉。そこに想
いが加わると、特別な百円玉になる。
金額の価値は百円だけど、
息子のくれた百円玉は、
百円の何万倍も大きい。
ありがとう！大好き！

　（岩根直子 / 久留米市）

母力大賞を贈ります

　副賞は地球納豆倶楽部の
「音更納豆」。100% 国産で

有機栽培した北海道の在来
種を使用。生産者限定でつ
くる選りすぐりの納豆です。
http://www.natto-club.com/

ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS

２
月
下
旬
か
ら
何
度
か
娘
と
一
緒
に
散
歩
。

「
ま
だ
、
つ
く
し
出
て
な
い
ね
ぇ
」
か
ら

一
気
に
気
温
が
上
が
っ
た
こ
こ
数
日
。

「
行
こ
ー
！
」

学
校
か
ら
帰
り
、
宿
題
を
終
え
て
散
歩
へ
。

「
生
え
た
ー
」「
大
き
く
な
っ
た
ね
ぇ
」

「
あ
、
ふ
き
の
と
う
も

も
う
そ
ろ
そ
ろ
採
っ
て
も
い
い
か
も
」

こ
れ
ま
で
５
回
ほ
ど
定
点
観
測
。

あ
ぁ
〜
、
変
わ
っ
て
い
っ
て
る
〜
！

定
点
観
測
、
面
白
い
で
す
。

成
長
が
し
っ
か
り
見
て
感
じ
取
れ
ま
す
。

「
天
ぷ
ら
ね
っ
！
」

娘
は
つ
く
し
の
天
ぷ
ら
が
大
好
き
で
す
。

春
を
食
べ
よ
う
。

今
年
も
ご
ち
そ
う
さ
ま
。

四
季
の
巡
り
か
ら
の
恵
み
。

（
白
川
奈
保
／
さ
ぬ
き
市
）

ごほうびの音更納豆

今月の
ベストショット

● 母力大賞は、 「半径 3m の未来」の荻野円さん（2 月号）と井上妙子さん（3 月号）に。子どもと過ごす何気ない日常が未来につながることを証明していただき、ありがとうございました。

誰もが活躍できる未来の姿を目指し
4 月 2 日は世界がブルーになる日

　4 月 2 日は世界自閉症啓発デー。オーティ
ズム（自閉スペクトラム症）の理解を深め
るため LIGHT IT UP BLUE キャンペーンが世界
172 か国で行われる。「NPO 法人 あっとオー
ティズム」は日本でもムーブメントをつく
ろうと 2011 年、オーティズムの子どもを持
つ母親とそれを支援する母親５人で活動を
スタート。外見からはわかりづらいオーティ
ズムの特性を知ってもらいたい、と話す。

ひなまつりのお寿司
　わが家のひなまつりは、ひな人形の
お寿司。小さい頃から母がひなまつり
の日につくってくれてうれしかったか
ら、今は毎年私がつくっています。
　6 歳の長男も、ひなまつりはこのお
寿司と覚えていてくれて、｢今日はぼく
がつくる｣ と張り切ってつくってくれ
ました（途中でどっかに消えたけど…）。
　長女はこのお寿司に興味津々。｢かわ
いいね。かわいいね。お口つけて。頭
はピンクがいい｣ と、一緒につくって
満足気。と思いきや ｢卵きらーい、お
寿司きらーい｣ と、まさかの一口も食
べない状態でしたが。
　おすましやほかのおかずもつくって
のひな人形づくりは面倒臭かった。私
は 4 人姉妹だから、母はよく 4 人分も
つくってたなーと、幼い頃に母とつくっ
た記憶が鮮明に蘇り、懐かしかった。
　料理をしていると、小さな頃のこと
を思い出す。子どもたちにもおひなさ
まがあたたかな記憶の日になってくれ
るといいなと思います。
　実家にこの写真を送る
と、母からは花まるスタ
ンプが届きました！

（縄司真衣 / 久留米市）

“ 産む前に知りたかった！ ”
『母乳育児かんたんスタートガイド』

　母乳育児について、悩んで自信をなくすお
母さんは多い。「楽な授乳のしかた」「母乳が
飲めているサイン」など役立つ情報をコンパ
クトにまとめた冊子『母乳育児かんたんス
タートガイド』（NPO 法人ラ・レーチェ・リー
グ日本 / 大阪府）がオンラインショップで販
売中。産後入院中ベッド脇に置く人が多いと
か。肩の力を抜いて赤ちゃんとの生活を笑顔
でスタートしよう。800 円（送料 400 円）。

ふわふわホットケーキがつくれる
YouTube「ホッとケーキさん。」

　ホットケーキミックスでつくるお菓子を
紹介する YouTube「ホッとケーキさん。」は
登録者数 13 万人。「ああでもない、こうで
もない、と試行錯誤しながらつくっており
ます」とのコメントや、丁寧な動画づくり
になんとも親近感あり。「【5 分で分かる】ふ
わふわホットケーキの作り方！膨らませる
コツ解説」は 655 万回以上視聴され、森永
製菓株式会社とのコラボでパワーアップ中。

　「お母さんへのプレゼント何にする？」
と父と子で相談、長男は手紙、次男は
チューリップ、お父さんはチョコレート
をくれた。長男が選んでくれたカードに
は3人からのメッセージが書かれていた。　　

魔法のかけ声
　「お弁当箱出しなよー洗うから～」
キッチンから声をかける。ソファー
で ス マ ホ ゲ ー ム に 夢 中 の 末 っ 子 が

「5.4.3.2.1」と言ってスッと立ち上がった。
　「声に出して言うと動かせるんだよ」　

「なら、朝もなかなか起きないんだから
これ使いなよ」と言ったら「忘れちゃ
うんだよね」。ちぇっ、一番使ってほし
いのに。何回起こしてると思ってんの。
　その晩お風呂で思い出した。私も子
どもの頃、魔法のかけ声、使ってい
た ん だ。 私 は 10 か ら。

「10.9.8.7…0 発射～！」と
言うと、勢いよく起き上
がれたっけ。確かに私の
子だ。（田端真紀 / 横浜市）

たくさんの初めてと最後
　明日は保育園終園記念の写真撮影と、
最後の行事のマラソン大会。最後の工
作を持ち帰り、長い長い保育園生活最
後の月が始まった。これから卒園式ま
でと、その後の 3 月末までの間にどれ
だけの「最後」を体験するのかな。
　三男は保育園 6 年生。生後 7 か月か
ら入園しずっとお世話になった保育園。
たくさんの「初めて」を体験し続けた
保育園。足かけ 10 年もお世話になった
保育園。ママも 3 人分のたくさんの初
めてと、たくさんの最後を経験した。
　子育てに慣れず、些細なことで自分
を責め、卑屈になっていた長男の子育
て期。保育園に助けられたり、腹を立
てたり…。そんな中、一人ひとり丁寧
に観察し、母が一緒に過ごせない時間
を細かく報告し共有してくれた先生方。
　マイペースで身の回りの準備が苦手
な次男に付きっきりで根気強く練習し、
寄り添ってくれた先生。お調子者で甘
え上手な三男をたくさんかわいがり、
腸重積症で危険な瞬間も見逃さずに対
応し命を救ってくれた先生。あれもこ
れも先生方への感謝は言い尽くせない。
　これから訪れる「最後の時」への、
大切な瞬間をゆっくり噛み締める。
　持ち帰った工作は最後の作品になる
のかな？ 絵も上手になったね。しっか
りお顔を描き分けて、ママとパパを想
像したのかしら？ 赤いたらこ唇と立派
な富士額のおひなさま。後退した生え
際のおだいりさま。眺めていると、つ
られて同じ笑顔になる。
　卒園までもう少し。毎
日の出来事を話す時間を
大切にしよう。

（薄祥子 / 福岡市）

木のぬくもりに包まれた
「そらのあそびば ハレノチクモリ」
　天井まで立ち上がる「ハレクモの塔」、空
想を燃料にした「飛行くじら」、滑り台を
備えた「くも工場」。入道雲の上に広がる国
をイメージしてつくられた「そらのあそび
ば ハレノチクモリ」（石川県小松市）。絵本
の世界から飛び出してきたような空間には、
本物の木の良さと「発見」「冒険」「探究」
がつながり、遊びが発展していく仕かけが
いっぱい。事前予約制。詳細は WEB で。

　「ぼく、まだ字がかけないからお手紙
かけない」と言う次男に、長男が「任せ
て！ ぼくが代わりにかいてあげるから」
と言っていたらしい。ありがとう！ 

 （鈴木彩香 / 高槻市）＊記事の一部を抜粋＊

ホワイトデーのプレゼント

春を食べよう

赤い空豆のあんこ
　朝から、雪。こんな日は、一日中ストー
ブを焚く。するとストーブの上に何か
置きたくなる。さつまいもやら小豆の
入った鍋やらクッキーの入ったダッチ
オーブンやら。今年は、そんな日が多い。
　思い出したのが、赤い空豆。一昨
年、おばあちゃんからいただいて、毎
年細々、種を繋いできた赤い空豆。種
用の空豆を残すと少しではあるけれど、
あんこができそう。湯がいて、柔らか
くなったら皮を取り、裏漉しにかけ、
今度は砂糖を入れて煮詰めていく。そ
して、見た目は似てるのに、小豆とは
違った香りと味のあんこができた。
　初めて食べた赤い空豆のあんこは、
子どもの頃、ばーちゃんがつくってく
れたえんどう豆のあんこの味にちょ
ぴっと似てた。　　
　混ぜながら、ゆっくり
ゆっくり煮詰める作業
は、雪の降る寒い日に、
あったかい幸せをくれ
た。（高木真由美/香美市）

15 年かけて夢の 1/4
　私の夢は 15 年以上前から同じ。そし
て私は、夢へのステップのうち 1/4 を
この 15 年行ったり来たり。すごろくで
いうなら、「妊娠・出産・復職」の 3 点セッ
トで毎回「ふりだしに戻る」。15 年間で
3 セット、それで、夢の途中の 1/4 まで
を行ったり来たり。4 回目の「ふりだし
に戻る」はナイ！と減量開始。その後
筋トレ追加、ジョギング再開、ついに
1/4 のところに再到達しました。
　大きい夢はトライアスロン、小さい
夢はフルマラソン。さらにその半分の
ハーフマラソンを昨日走ってきました。　　
　この 1 年、私は自分の夢をほぼ最優
先。家族にもしわ寄せがいったと思い
ます。でもハーフマラソンを自己ベス
トでゴールしたら、自転車のかごには
子どもたちからのプレゼント。土手で
摘んだ菜の花の花束が入っ
ていました。ありがとう！
あと 3/4、このまま夢を追
い続けます。写真は数年前
のもの。（山中菜詩/松戸市）

特別な誕生日会
　子どもたちの合同誕生日会。でも私、
センスがないのです。手づくりしまし
たが、レアチーズケーキが固まってな
い。型から出せないし、ろうそくがど
んどん傾いていく…。面白がった息子
がいちごをギュウギュウ押し込むので
さらに大変な状況になり、いちごが好
きな息子からは「このどろ（クリーム
チーズ）とって」と言われる始末。
　前回はビスケット生地がすぐ崩れた
ので、今回はしっかり固めようと思っ
たら、固すぎて割れない。結局、家族
でケーキを囲みながら、いちごをクリー
ムにディップして、発掘作業のように
ビスケット生地を叩き割るという、な
んとも特別な誕生日会に。
　「こんなケーキつくれるのお母さんだ
けなんやからね」とちょっぴり涙目に
なりながら…。失敗を笑っ
て許してもらえるのも今の
うち。来年も懲りずにケー
キをつくろうと思います。

（木綿萌 / 八尾市）

  ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS　ハ・ハ・コ・ミ・NEWS 　        　　 https://www.okaasan.net/　   

● 「町内のお母さんたちにお母さん業界新聞を渡したい」と電話をくれた町内会長さん。コロナ禍でイベントもできず、少しでもお母さんに元気になってほしい、と。そんな会長さんがいる町なら安心です。（池田）

　「親に向かって言っていい言
葉といかん言葉がある！」と
叱るなあ。ちゃんと線は引い
ておきたい。でも子どもって
何気なく言うよね、そういう
言葉。私も親に言ったことあ
るし。ド叱られたけどね。

　下町っ子の私は「ばっかじゃ
ないのー♪」と自然に出てし
まうんですが、「ぼくはばか
じゃない！」って息子を怒らせ
ちゃったことがあり…。2年生っ
て、いろんな言葉を吸収し、悪
い言葉でもとりあえず使ってみ
たくなる年頃らしいです。

　まだ 3 歳ですが「それ言わ
れたらママもお友だちも悲し
い気持ちになるよ」と説明し
ています。が残念なことに、
うちは夫が口が悪く、すぐ「バ
カ！」と言います。なので長
男も覚えてしまい、勢いで言っ
てしまうときもあります。

　子どもは使ってみて感じて
いくわけです。大人はまず冷
静に観察し言葉を返してみる
と気づくこともあると思いま
す。「バカ？なんでそう思った
の？」とか。そしたらどんな
反応が返ってくるかな～と想
像して楽しくなりました。

バカという Word
　きましたよ！きちゃいました！ 娘からの「バカやない
と？」発言。小 2 の 8 歳、ギャングエイジです。え？こん
なに早く？いや、早くない？ どっち？
　正直、私には重いです。バカ Word。聞き流したいけど、
聞き流せないときもあります。「いかん。いかんよ。ママに
バカはいかん」。娘に強く言い過ぎて泣かせてしまった…。
　そんな日々を過ごしながら、あぁ、こんなときこそペン
を持とう！と、やっとぽちぽち。
　皆さん、子どもたちからのはじめてのバカ発言、どう返
してますか？ スルー？ 言い返す？ どっち？

（安藤裕子 / 大牟田市）

　こういう悩みも出てくるの
か…と予習できました。予習
していても、いざそのときが
きたら、どうしたらいいかわ
からなくて悩みそうですが…。

おうち中華で盛り上がる
バーミヤンわくわくプレート

　中華ファミリーレストラン「バーミヤン」
のテイクアウト「わくわくプレート」。餃
子や酢豚にチャーハンといった定番商品に、
フライドポテトやからあげが加わったパー
ティーメニュー。3 ～ 4 人前でファミリーに
はピッタリのサイズ感。取り外した上蓋を
土台にすることで容器が中華テーブル風に
変化。くるくる回しながらのおうち中華で
子どもも大人も盛り上がること間違いなし。

ハサミブーム到来！
　娘 2 歳半。やってきましたハサミブー
ム。あるときは真剣な眼差しで、また
あるときは歌を口ずさみながら、暇さ
えあれば飽きずにチョキチョキ。ハサ
ミを入れて切りにくければサッと紙を
持ち替える見事なハサミさばき！ ヒヤ
ヒヤしながら見ていたのは最初だけ。
あれこれ言わず、遠目に見守っている。
　100 均の「ハサミ練習用ノート」を
与えると、瞬く間に表紙が真っ二つに
なり、どんどん切り刻まれていく…。

「さすがに早かったか～」と思いながら、
夕方、何気なく切り散らかしたものを
集めていると…。なんと、しっかりと
線に沿って切り、イラストが残ってい
るではないか！
　ハサミにハマって数日。
子どもの集中力と意欲っ
てこんなに早くコトを上
達させられるんだと感心
した。（池末明美 / 佐賀市）

段差がなく、配色や素材にも工夫
インクルーシブ遊具

　世田谷区の都立砧公園（写真）や豊島区
のとしまキッズパーク、西巣鴨小学校など、
障害のある子もない子も一緒に遊べるイン
クルーシブ遊具を取り入れた公園や学校が
注目されている。車イスで登れるすべり台、
背もたれのついたブランコ、いすや歩行器
のまま上れるスロープなど、誰もが遊べる
ようさまざまな配慮や工夫がされている。
公園遊びからインクルーシブな未来へ。

2 年生に多い干支
　学校の話をしていたときの、最近の
発見。「なんか2年生、へび年が多いねん。
うま年もおるけど」。みんなで「2 年生っ
てへび年多いな～」と言ってるらしい。
娘も「確かに」と言っている。
　「いや、同じ学年だから…」と言いか
けてやめる。共通点を見つけたと言っ
ていて面白いし、勘違いがかわいいし。　
　でも「あと、ちがうど
しの子もおる」と言って
るけどどういうこと？ 星
座と勘違いしていたりし
て…。（戸﨑朋子 / 芦屋市）

世界にたった一つ 
思い出の続きを刻むランドセル時計
　1929 年創業以来、素材・機能・デザイン
にこだわり独自に開発し続ける総合鞄専門
店モギカバンが新しいランドセルリメイク
の形を提案。思い出が刻まれたシワや傷が
そのままデザインされ、カブセを丸ごと使っ
た壁掛け時計に変身。いつでも、はじめて
ランドセルを背負った日を思い出させてく
れる。1 万 1000 円（送料別）。職人が名前
や日付を無料で入れてくれるサービスも。

写真：ユニクロ公式サイトより

柔軟な発想が個性を豊かに
ユニクロの商品を制服に採用

　さいたま市立大宮北高校がユニクロの既成
商品を制服として採用した。価格や品質等を
検討、通常の店舗販売サイズに加え、ネット
販売での幅広いサイズ対応もあることから。
女子はスカート、男子はブルーなどと決めつ
けず、自分で色や組み合わせを選べるしくみ。
個性を発揮し、社会で活躍できる人材への成
長が期待できる。現行の制服との選択も可能。
友だちとの違いを楽しめる学校生活に。



2022 年（令和 4 年）4 月号　＜ 8 ＞百万母力の子育て情報紙

　あるひ、おかあさんに、あかちゃんが
うまれることを告げられる男の子。誕生
を待つドキドキやお兄ちゃんになるワク
ワク。そんなうれしさや驚きなど、初め
ての感情をやさしい言葉とあたたかい絵
で表現しています。
　ページをめくるたびにお兄ちゃんらし
さがどんどん出てきて、妹をかわいがる
その姿にはほっこりさせられます。
　気づけば当たり前な存在の家族。わが家にきてくれてあ
りがとう！って、家族の大切さを改めて教えてもらえまし
た。すべての家族におすすめしたい一冊です。

愛おしい娘
青柳伶旺 / 多摩市

　2022 年 3 月 4 日 11 時 5 分、娘が生まれた。待望の
第一子だ。
　妻のお腹に彼女がいると聞いたとき、不安だった。

「きっといいお父さんになるね！」「デレデレになるん
じゃない？」娘大好きの親ばかになるはずと、周囲か
らレッテルを貼られていたからだ。だが「娘がかわいい」
という気持ちが、本当に自分の中からわいてくるのか、
それとも周囲の期待に応えるためにそう思い込むのか、
判断がつかなかった。
　しかし娘の産声を聞いたとき、不安は吹き飛んだ。
血まみれでサルのようなしわだらけのお顔。それでも
言いようがなく愛おしく、涙が溢れ出した。
　誕生から数日。娘は横ですやすやと眠って
いる。この子の成長が今後の一番の楽しみに
なることは間違いなさそうだ。なら自信を
持って、親ばかぶりを発揮してやろう！

● お母さん業界新聞は自動更新です。お母さん大学 STORE でお申込みの方は【定期便】自動更新。郵便振替と銀行振込でお申込みの方は満了 1 か月前に「購読満了のお知らせ」を新聞と同送します。購読中止は必ずご連絡ください。

30 年前に行方不明になった

野村 香ちゃん
行方不明当時（ 8 歳 ）

 神奈川県旭警察署  TEL045-361-0110連絡先

平成3 年10 月1 日15 時50 分頃、
横浜市旭区本宿町に住む野村香
ちゃん（当時小学校 3 年生）が、
行方不明になって 30 年が経過し
た。有力な目撃証言はほとんど
ない。何らかの情報をお持ちの
方は、今すぐご連絡ください！

26 歳の香ちゃん
（経年想像似顔絵）

画・須藤真啓

  全国で香ちゃんを捜してください！

『月刊お母さん業界新聞』Vol.166（2022 年 4 月）

□部数／ 7 万部　□発行／お母さん大学　　
□発行人／藤本裕子（編集長）　
□編集チーフ／青柳真美
□矢吹康文、宇賀佐智子、池田彩、植地宏美、安達真依、田村由佳利
□デザイン／金子涼子　□イラスト／石坂香
□印刷／星光社印刷株式会社
□制作／株式会社お母さん業界新聞社（お母さん大学）
〒 221-0055　神奈川県横浜市神奈川区大野町 1-8-406
TEL045-444-4030　FAX045-444-4031　
E-mail：info@30ans.com

［お母さん大学］https://www.okaasan.net/
□お母さん大学学費（お母さん記者）／年間 6000 円（新聞・送料込）
□お母さん業界新聞（購読のみ）／年間 6000 円（新聞・送料込）

ーお母さん大学とお母さん業界新聞についてー
　「お母さん大学」は、お母さんの学びと交流の場。新聞（お母さん業界新聞）
＋ WEB（お母さん大学サイト）＋活動（百万母力プロジェクト）で発信、
一人のお母さんから百万人のお母さんへ、お母さんの笑顔をつないでいま
す。お母さん大学のテキストでもある「お母さん業界新聞」はフツーのお
母さん（MJ 記者）が発信する、お母さんのための共感新聞。新聞配布は

「母ゴコロの種まき」といわれ、孤育てをなくし、笑顔をつなぐ活動です。

ーお申込みについてー
　お母さん大学への入学はサイトからお申込みを。ネット
決済は「お母さん大学 STORE」（QR）に
て【定期便】お母さん大学学費（お母さ
ん記者）/ 月（お母さん業界新聞付き）と【定
期便】月刊「お母さん業界新聞」（購読のみ）
から選択。郵便振替・銀行振込も可能です。

[フジ吉ペン吉一言日記] お父さん図鑑 30 はいかがでしたか？
換気している窓を片っ端から閉めていくとか、まさに自分と同じ
で大爆笑でした。ほかにも当てはまることだらけ。でも一方で、
自分だけではなかったと黒い安心感が生まれたり。奥様からの注
文は、3 分程度で終わりそうな小さなことが多いと思うんです。
仕事で疲れて身も心もフラフラかもしれないけど、3 分作業をそ
の場でパッとやるだけで、そのあとの家の雰囲気がガラッと変わ
るなら、つべこべ言わずにやるしかないですね～。はい、やります。
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ひょんなことから専業主夫に
サトシン（佐藤伸） さん / 新潟市
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勝手な置き場所変更／元の場所に戻さないばかりか想定外のあり得ない場所に
置く。先日は食用油が冷蔵庫の中に。ないと思って新品開けちゃった（天野智子）
ストック未確認＆補充依頼 / 日用品や調味料がきれると、「○○なくなった
よ～」と言ってくる。結婚生活 10 年。もうわかるよね⁉（脇門比呂子）
大きな声／普通の会話中でも子どもたちから「たったそれぐらいで怒らんで
よ！」と言われるほど大きい。「怒ってないよ！」の返答も怖い（野中文恵）
キッチンの流しに飲んだ後のごみを置くこと／ペットボトルはラベルを剥がして
中を洗うんですよ～！ 誰の仕事なのかと思いながら片付けている（西宇可奈子）
換気妨害／換気のために窓を開けているのに、片っ端から閉めてくる。でも、
トイレのドアは開けっぱなし。どういうことなんだろう…（山﨑恵）
もしかしてほぼすべて／元夫は子どもの寝ているときに帰宅＞起こす＞そのまま
夕飯の支度を要求。電話がつながらないとキレ、寒い日は外出禁止だった（安藤裕子）
怒りが先にくること／私や子どもたちの皿を割ったり物を落としたりの失敗
に「なんしょっと」とキレる。まず、安全や無事を心配してもらいたい（池田彩）
とにかく長いこと／トイレが長い、お風呂が長い、ちょっと出かけて帰ってこ
ない。自分の世界もいいけど一応共同生活なので気にしてくれ～！（福田重満子）
掃除機かけすぎ！／休みのときは 1 日 5 回。家族の食事中や子どもの宿題中で
も構わず自分の「今」というタイミングで。私もかけているんだけどな（池末明美）
言葉遣い／イライラすると「早く食え」、「どいて」などと言葉が荒くなる。息子
が電車で席を詰めてくれた女性に「どいて」と言って、凍りつきました（山中菜詩）
自分のよだれを子どものおねしょと疑うこと／疲れているのもわかります、
整体後に気持ち良くなるのもわかります。よだれも仕方ない（竹村こずえ）
お菓子の買いすぎ／食べきらずに封が開いていて、湿気っているものを整理する
もその状態は 1 週間ももたない。私のお菓子の置き場はいずこ！（吉村優）
突然の大掃除／休日に掃除をしてくれるのはありがたいが、大規模すぎる。日中
は埃まみれ。せっかく予定がない日なのに、何もできずヘトヘトに（井谷裕子）
臨機応変にできないところ／決めたらなかなか曲げない夫。イヤイヤ
期の娘に合わせ、もう少しいろいろ柔軟に考えてほしい（中野美鈴）
待たされ顔／出かけるとき、自分だけさっさと車に乗り込んで、さも待ってる感
を出す。こっちは子どもの準備、火や戸締りの確認などやっているのに（矢吹敦子）
洗濯物への無関心／お団子状態の靴下、裏っ返しのままの服、着替えの回数が多
い、色物も構わず入れる。ちょっとだけ気をつけてくれたらいいのにぃ（岸千尋）
末っ子のためと言いながら…／仕事帰りにお酒とおつまみを買ってくる。末っ子
を呼びつけ夕飯前に食べさせないで。自分が食べたいだけと認めて（田端真紀）

「ちょっと待って、あとでやる」／ 2 日以上放置の脱ぎ捨てた服、出しっぱ
なしの物。一人暮らしのような感覚はいいかげんにやめてほしい（都築恵）
洗濯機のごみとりに気がつく／とることを楽しみにためているのに、「ごみたまっ
てたよ」とドヤ顔することもなく、スマートに捨てるのはやめて（宇賀佐智子）
怒りを被せてくること／夫が怒っているときはなるべく冷静に聞きに徹するのに、
私が怒っていると、上乗せしてくるから大炎上！お互い支え合いたい（髙田沙織）
自分で判断して／小さなこと、一度同意したことも「どうする？」と何度も聞
いてくる。家事育児仕事を回すのに頭フル回転して疲れてるんだから（安達真依）

「俺はわからない」と家事育児から逃げる／私も料理や子どもの行事、初めてのこ
とも調べたり努力しているのに。わかろうとする姿勢を見せてほしい（藤川綾子）
頼んでも忘れる／朝のごみ捨ては旦那さんの当番なのに、玄関に置いたま
ま出勤。彼の中で優先順位が低いんだろうなと思っています（青柳真帆）
排水口の生ごみ／自主的に食器洗い、コンロの掃除。でも生ごみは放置。指摘
して「やらない」といじけても困るので、後でこっそり捨てています（木綿萌）
換気扇の下の喫煙／ベランダで吸っていたが、蚊に刺されてかわいそうで一度
許した日からずっと吸うように。臭いし煙い。言わなきゃよかった（田川幸乃）

人を利用することばかり考えていること／あれこれ命令する前に、まずは
段取りや計画を教えてほしい。←長女の意見です（中村泰子）
夜勤明けにリビングで寝ること／疲れているのはわかるけど、わんぱく BOYs を
静かにさせるのは至難の技。私も疲れるし、あなたも寝不足よね？（冨本真理子）

「お母さんにやってもらって」／子どもがお願いしているのに、なぜ夕飯の支度や
風呂掃除をしている私にふるのか？頼ってもらえる父になれるチャンスよ（岩本愛）
してやってる感／子どもたちもそれぞれちゃんとやっているし、家のことは私と決めつ
けないで。家族なんだから家事も子育ても一緒にやるのが当たり前でしょ（樺澤恵美子）
娘や私の前でも平気でオナラする／「出ちゃった」なら許せるけど、意識してする
のは許せない。挙句の果てに、臭くないだろう！と自慢するのもサイテー（藤本裕子）

お父さん
図鑑 30

お兄ちゃんの喜びや戸惑いを描く幸せな絵本

　『あかちゃんがきた！』 父ゴコロ
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＼ 手軽にオシャレに手前味噌 ／
新発売
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サクッと仕込めて、
驚くほどスマート！　
少量仕上がりなので、
初めての方にもおすすめです。

【商品詳細】蒸し大豆…800g、米麹…650g、天日塩…220g、種味噌…200g、熟成用の袋…1 枚 
※蒸し大豆は、生大豆 400g 分です。水分量等の影響により、内容量に誤差が生じる場合がございます。
● 要冷凍（－ 18℃以下で保存）※天日塩と熟成用の袋は、到着後常温保管。　● 仕込み期限約 30 日

□ 大豆は、プロが絶妙な蒸し加減でお届け！
□ 大豆と米は国産、塩は天日塩を使用。
□ 容器や重石不要！かわいいロゴマーク付きの袋で熟成！

ご注文は
EC サイトから

3,240円（税込）
＋クール送料は、エリアごとに異なります

（税込 1,100 円～ 2,310 円）。コンビ二決済・
キャリア決済、銀行振込は、別途手数料が
かかります。詳しくは、EC サイト参照。

B ook

教えて、お母さん！
「お父さんに、これだけはやめてほしいこと」
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